
鹿屋体育大学との連携による 

おおすみくん家 スポーツキャンプ ～バレーボール①～ 

１ 趣  旨   鹿屋体育大学との連携協力協定に基づき，青少年の体力・運動能力を踏まえたトレーニング
法によるスポーツ技術の向上やコミュニケーション能力の向上を図り，青少年の自立を支援す
る。 

２ 共  催   国立大学法人 鹿屋体育大学 

３ 期  日   令和元年６月１日（土）～２日（日）１泊２日 

４ 対 象 者   中学校のバレーボール部員及び指導者 

５ 募集定員     ６チーム８０人程度 

６ 参 加 者     ８チーム１４１人 

７ 指 導 者     国立大学法人 鹿屋体育大学 教授 濱田 幸二 氏 
                同      講師 坂中 美郷 氏 
                同      バレーボール部員 
         国立大隅青少年自然の家職員（生活指導等） 

８ 日  程 

６月１日（土） ６月２日（日） 

9:00 
9:10 
9:30 
12:00 
13:00 
16:45 
17:15 
17:30 
20:00 
22:00 

受付（鹿屋体育大学） 
開会式 
練習１（体力測定） 
昼食 
練習２ 
自然の家へ移動 
オリエンテーション 
入浴・夕食 
学習（生徒）・交流会（指導者） 
就寝 

6:00 
7:00 
7:30 
8:45 
9:00 
12:00 
13:00 
15:40
16:00 

起床・準備・清掃 
朝のつどい 
朝食 
鹿屋体育大学へ移動 
練習３ 
昼食 
練習４ 
閉会式 
解散 

９ 事業運営上の配慮 
  各学校のチームにとって課題解決につながる練習になるように，チームの実態に合わせて３つのグ
ループに分け，グループ内で練習を行う場を設定した。 

10 参加者の感想 
 ○ 生徒一人一人に寄り添い，やる気を引き出しながら指導していただきとても勉強になりました。 
 ○ 自分たちの足りない所をたくさん見つけることができました。総体に向けて改善していきたい。 
 ○ 基礎練習のポイントを教えていただいたので，これからの練習でポイントを意識していきたい。 

11 成  果 
 ○ 各学校のチームの実態に合わせて講師及び鹿屋体育大学バレーボール部員が計画的に指導を行ったため，
参加者は意欲的に練習に取り組んだ。 

 ○ 鹿屋体育大学バレーボール部員が普段の練習の様子や紅白試合を参加者に見せてくれたことで，参加者は
高い技術を目の当たりにできた。 


